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9. 研究実績の概要

本研究では、生体内留置可能なバイオ光学素子と埋植型フォトニックLSIデバイスを開発し、生体内での光センシング・光治療一体化
システムの開発を目的としている。光技術の医療応用を進める上では、光が届きにくい生体内深部で光を操作(照射・伝送・検出)する
ためのデバイス技術の確立が不可欠である。本年度は、光照射用の光源LEDと蛍光画像取得用のイメージセンサを生体内に埋植するこ
とにより、光による生体組織をセンシング・治療するための埋植型半導体デバイスを開発した。開発した埋植型光半導体デバイスは、
生体内に埋植されたLEDより生体組織を光照射し、生体イメージング用途及び生体治療用途のための光源として用いる。また、同じく
生体内に埋植されたCMOSイメージセンサにより吸光度や蛍光といった光シグナルを計測することが可能である。生体内で光を操作する
デバイス技術が確立されれば、光を利用したバイオメディカル技術分野の重要な進展に繋がることが期待される。

    （１／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

生体内に埋植した光源及び光センサにより、生体組織への光エネルギーの導入と生体組織からの光シグナルの検出を可能とする埋植型
光半導体デバイスを開発した。CMOSセンサは、0.35 μm 2-poly 4-metal standard CMOS technologyにより製造した。開発した埋植型
光半導体デバイスの性能評価において、生体組織-デバイスモデルを用いた光学シミュレーションにより、生体埋植時のデバイスによ
る生体組織への光照射性能を評価したところ、光治療用途へ応用可能な性能であることが確認された。また、埋植型半導体デバイスに
よる生体内深部でのデバイス動作の検証実験より、生体内深部での半導体デバイスによる光照射及び光イメージングが可能である結果
が得られた。よって、当初の計画通りおおむね順調に進展している。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

埋め込みデバイス 光半導体デバイス 光治療 蛍光イメージング

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策　等

これまでの検討より、生体埋植可能な光半導体デバイスの光センシング・光治療への応用可能性が示された。今後は、生体へ埋植した
センサチップを想定した、情報読み出し技術並びに電力供給技術について検討を進める。埋植センサチップを想定した無線化技術とし
て、これまでに研究が取り組まれてきた高周波や生体内通信を用いた手法と比較して光を用いた通信手法は、生体への影響や電気的な
ノイズが少なく、また大きなアンテナを必要としないためデバイスサイズのコンパクト化が比較的容易といった特長を有する。その一
方、生体組織による光の減衰が課題となる。そこで、来年度以降は、生体内で光を導波させるためのバイオ光学素子の開発を進める。
既存のガラス製及びプラスチック製の光ファイバーやレンズ等の光学素子を生体内に留置すると、生体の炎症反応の誘発が避けられな
い。そのため、生体親和性の高いハイドロゲルを材料としたバイオ光学素子の開発を目指す。

（理由）

（使用計画）

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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